
経
過
概
要

概
略
を
再
掲
す
る
。
詳
細

は
２
７
４
５
号
を
参
照
。

テ
ク
ノ
会
社
は
昨
年
11
月
、

車
両
外
板
に
使
用
す
る
洗
浄

剤
を
「
メ
タ
リ
ッ
ク
ス
（
シ
ュ

ウ
酸
）
」
か
ら
パ
ー
フ
ル
さ

び
取
り
Ｓ
Ｆ
（
混
合
物
）
」

に
変
更
。

こ
の
洗
浄
剤
は
、
単
一
で

は
劇
物
指
定
の
酸
性
フ
ッ
化

ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
含
有
し
、

混
合
物
で
も
4
％
以
上
で
劇

物
と
な
る
取
り
扱
い
注
意
の

も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
テ
ク
ノ
は
洗
浄
剤

に
つ
い
て
の
取
り
扱
い
説
明

や
作
業
員
の
保
護
具
の
準
備
、

安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
（
以
下

Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
の
掲
出
を
し
て
い

な
か
っ
た
。

あ
る
時
、
洗
浄
液
が
付
着

し
た
作
業
員
の
体
に
異
変
が

現
れ
、
疑
問
を
感
じ
た
組
合

員
が
、
テ
ク
ノ
に
対
し
、
①

取
り
扱
い
説
明
、
②
Ｓ
Ｄ
Ｓ

の
掲
出
、
③
防
水
カ
ッ
パ
の

貸
与
を
提
案
。
ま
た
洗
浄
し

た
廃
液
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

ひ
び
割
れ
箇
所
か
ら
地
下
に

浸
透
し
て
い
た
た
め
水
質
調

査
も
要
請
。

こ
う
し
た
組
合
員
の
提
案

に
対
し
、
テ
ク
ノ
は
説
明
会

を
実
施
す
る
前
に
一
時
中
断

し
て
い
た
作
業
を
再
開
す
る

意
思
を
示
し
た
た
め
、
や
む

な
く
労
基
署
に
相
談
。

そ
の
後
様
々
な
や
り
取
り

を
経
て
テ
ク
ノ
が
準
備
し
た

保
護
具
は
Ｓ
Ｄ
Ｓ
規
格
品
で

は
な
く
、
改
め
て
組
合
員
は
、

身
体
洗
浄
箇
所
の
指
定
や
関

係
者
以
外
立
ち
入
り
禁
止
範

囲
の
指
定
と
近
隣
住
民
へ
の

周
知
と
理
解
を
得
る
こ
と
、

空
気
呼
吸
器
の
準
備
と
水
質

調
査
を
求
め
た
。

そ
の
後
も
テ
ク
ノ
は
外
板

清
掃
再
開
の
意
思
を
示
し
、

「
や
り
た
く
な
い
人
は
や
ら

な
く
て
よ
い
」
と
発
言
。
更

に
「
や
ら
な
い
人
は
業
務
指

示
違
反
で
処
分
」
と
強
硬
実

施
。
組
合
員
は
労
基
署
に
労

安
法
違
反
の
疑
い
で
「
申
告
」

手
続
き
を
し
、
仙
台
市
環
境

課
に
水
質
調
査
を
依
頼
。

そ
の
後
労
基
署
は
立
ち
入

り
調
査
を
実
施
し
、
テ
ク
ノ

に
対
し
指
導
書
を
交
付
（
①

洗
浄
剤
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
労

働
者
に
教
育
・
訓
練
の
実
施
、

②
防
護
衣
・
防
毒
マ
ス
ク
の

フ
ィ
ル
タ
ー
は
台
帳
記
録
と

定
期
点
検
・
交
換
の
実
施
）

し
た
と
い
う
の
が
概
略
だ
。

あ
な
た
は
契
約
し
な
い

3
月
1
日
、
労
基
署
か
ら

指
導
書
が
交
付
さ
れ
、
そ
の

後
3
月
6
日
、
所
長
が
朝
の

点
呼
で
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
洗
浄
剤
に

つ
い
て
は
問
題
な
し
。
作
業

は
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
」

と
発
言
。
組
合
員
は
、
①
指

導
に
基
づ
い
た
対
応
を
し
て

い
な
い
、
②
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
が
出
来
た
ら
教
育
・

訓
練
の
実
施
が
必
要
、
③
労

働
安
全
衛
生
委
員
会
で
も
指

導
内
容
を
審
議
す
る
こ
と
に

な
っ
て
る
等
を
質
問
し
た
が
、

所
長
は
副
所
長
に
「
否
認
」

を
指
示
。
当
日
外
板
清
掃
は

実
施
さ
れ
、
そ
の
後
は
中
断
。

3
月
17
日
、
「
化
学
物
質

の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実

施
結
果
」
が
出
来
、
そ
の
説

明
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、

Ｓ
さ
ん
が
「
産
業
医
と
の
相

談
の
件
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
」
と
質
問
。

※
Ｓ
さ
ん
は
不
整
脈
を
患
っ

て
お
り
、
担
当
医
師
か
ら

「
そ
う
し
た
作
業
を
し
た
場

合
は
身
体
洗
浄
を
行
う
こ
と
」

を
指
導
さ
れ
て
お
り
、
一
ヶ

月
前
に
所
長
に
申
し
出
て
、

所
長
か
ら
「
産
業
医
に
相
談

す
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

返
答
が
な
か
っ
た
。

所
長
は
、
「
そ
う
い
う
人

は
作
業
か
ら
外
す
。
あ
な
た

は
3
月
で
契
約
が
切
れ
る
。

4
月
か
ら
契
約
し
な
い
」
と

説
明
会
の
場
で
解
雇
予
告
と

も
と
れ
る
発
言
。

ま
た
「
身
体
洗
浄
の
風
呂

は
あ
る
か
ら
使
用
す
れ
ば
よ

い
。
女
性
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
女
性

休
養
室
を
借
り
て
い
る
の
で

付
着
し
た
場
合
は
申
し
出
て

使
用
す
れ
ば
よ
い
」
と
回
答
。

組
合
員
は
、
「
作
業
終
了

時
に
身
体
洗
浄
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
作
業
指
定
表

に
時
間
指
定
の
表
記
を
。
ま

た
呼
吸
器
や
循
環
器
に
疾
患

の
あ
る
方
は
、
防
毒
マ
ス
ク

の
着
用
を
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
で
そ
の
対
策
を
示
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
提
案
す
る
と

所
長
は
、
「
否
認
」
と
激
怒

し
説
明
会
は
終
了
。

本
社
に
出
向
き
説
明

所
長
か
ら
「
契
約
更
新
を

し
な
い
」
と
通
告
さ
れ
た
Ｓ

さ
ん
は
、
3
月
19
日
、
組
合

員
と
共
に
テ
ク
ノ
本
社
へ
相

談
に
出
向
い
た
。

対
応
し
た
役
員
に
Ｓ
さ
ん

は
、
「
3
月
12
日
に
所
長
か

ら
、
契
約
更
新
を
約
束
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
不
整
脈
の

担
当
医
か
ら
身
体
洗
浄
を
言

わ
れ
、
所
長
に
申
し
出
て
、

産
業
医
に
相
談
す
る
と
言
わ

れ
て
い
た
。
そ
の
後
相
談
結

果
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の

こ
と
を
質
問
し
た
ら
、
4
月

か
ら
契
約
し
な
い
と
言
わ
れ

た
。
42
年
間
も
働
い
て
き
て

こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
と

は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
」

と
こ
の
間
の
経
過
を
説
明
。

組
合
員
も
説
明
会
で
の
内

容
を
説
明
し
、
役
員
は
そ
の

後
所
長
等
の
話
も
聞
き
取
る

こ
と
を
約
束
し
終
了
。

そ
の
後
所
長
、
副
所
長
は

本
社
に
呼
ば
れ
た
模
様
。

3
月
21
日
、
朝
点
呼
に
て
、

「
Ｓ
さ
ん
の
こ
と
は
産
業
医

に
相
談
す
る
。
浴
室
は
男
女

と
も
使
用
可
能
で
、
シ
ャ
ワ
ー

に
な
る
が
使
用
す
る
し
な
い

に
関
わ
ら
ず
時
間
を
取
る
」

と
説
明
。

市
が
調
査
に
動
く

3
月
23
日
、
仙
台
市
建
設

局
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
が
調

査
に
入
っ
た
模
様
。
ま
た
そ

の
後
、
テ
ク
ノ
で
は
な
く
、

Ｊ
Ｒ
仙
台
支
社
へ
の
聞
き
取

り
も
行
わ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

ま
た
同
日
に
は
、
Ｓ
さ
ん

と
副
所
長
が
産
業
医
と
個
別

に
協
議
が
行
わ
れ
た
。

4
月
4
日
、
労
基
署
か
ら
、

「
法
令
違
反
に
つ
い
て
は
是

正
さ
れ
た
の
で
、
申
告
に
つ

い
て
は
処
理
と
な
る
」
と
連

絡
が
あ
っ
た
。

実
質
断
念
か
…

4
月
16
～
18
日
に
２
０
１

８
年
度
の
テ
ク
ノ
東
営
業
所

の
実
施
計
画
説
明
会
が
所
長

の
説
明
で
行
わ
れ
、
車
両
外

板
清
掃
推
進
の
項
目
で
、

「
酸
性
フ
ッ
化
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
に
代
わ
る
洗
浄
剤
が
あ
る

よ
う
な
の
で
検
討
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

※
パ
ー
フ
ル
さ
び
取
り
剤
を

使
用
し
た
外
板
清
掃
は
、
約

30
両
を
消
化
し
、
残
り
60
両

を
残
し
た
ま
ま
契
約
期
限
切

れ
に
な
っ
た
。
こ
の
洗
浄
剤

を
使
用
し
て
の
清
掃
は
、
実

質
断
念
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
テ
ク
ノ
）
東
営
業

所
に
お
け
る
、
車
両
外
板
清
掃
に
使
用
す
る
洗
浄
剤
の
問
題
に

つ
い
て
、
国
労
せ
ん
だ
い
２
７
４
５
号
（
3
月
5
日
付
）
で
報

告
し
た
が
、
テ
ク
ノ
は
最
終
的
に
「
酸
性
フ
ッ
化
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
に
代
わ
る
洗
浄
剤
を
検
討
し
て
い
る
」
と
し
、
実
質
的
に
こ

の
洗
浄
剤
を
使
用
し
て
の
外
板
清
掃
を
断
念
し
た
模
様
。

途
中
経
過
で
終
わ
っ
て
い
た
報
告
の
続
き
を
掲
載
し
、
改
め

て
こ
の
取
組
み
に
学
び
た
い
。

第
16
回
国
労
東
日
本
本
部
軟

式
野
球
大
会
が
5
月
24
～
25
日

に
大
井
ふ
頭
中
央
海
浜
公
園
野

球
場
で
開
催
さ
れ
た
。

東
日
本
本
部
傘
下
の
9
地
本

対
抗
で
行
わ
れ
、
仙
台
地
本
チ
ー

ム
は
16
回
目
に
し
て
悲
願
の
初

優
勝
を
飾
っ
た
。
14
回
大
会
、

15
回
大
会
共
に
準
優
勝
に
甘
ん

じ
た
仙
台
チ
ー
ム
は
、
初
戦
を

除
き
、
リ
ー
ド
を
す
る
も
の
の

途
中
追
い
付
か
れ
る
苦
し
い
展

開
が
続
い
た
が
、
最
後
は
層
の

厚
さ
が
勝
敗
を
決
し
た
。

攻
守
に
若
手
の
活
躍
が
目
立
っ

た
が
、
「
こ
こ
一
番
」
で
は
ベ

テ
ラ
ン
の
力
な
く
し
て
優
勝
は

な
か
っ
た
と
思
う
。
【
昌
】



答
弁
等

◆
東
日
本
本
部

渡
辺
執
行
委
員

◇
エ
リ
ア
本
部
の
闘
う
決
意

は
と
い
う
意
見
。
今
日
の
意

見
は
大
事
。
春
闘
が
東
労
組

の
ス
ト
を
巡
る
動
き
に
流
さ

れ
た
と
思
う
。
も
う
一
度
、

立
ち
返
り
議
論
を
し
て
い
く
。

◇
ス
ト
に
つ
い
て
多
く
の
意

見
。
一
枚
岩
で
ス
ト
、
と
な

ら
な
い
の
も
現
実
。
9
地
本

全
体
で
踏
み
出
す
と
い
う
立

場
で
運
動
を
進
め
た
い
。

◇
夏
季
手
当
獲
得
の
闘
い
。

全
国
統
一
闘
争
と
な
っ
て
い

な
い
。
Ｊ
Ｒ
東
と
北
海
道
、

九
州
（
貨
物
）
以
外
は
春
闘

時
に
決
定
し
て
い
る
。
東
日

本
の
体
力
は
十
分
で
あ
り
職

場
で
広
め
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
た
め
の
資
料
を
準
備
す

る
。
学
習
会
な
ど
あ
れ
ば
参

加
し
た
い
。

◇
エ
ル
ダ
ー
。
制
度
に
魂
が

入
っ
て
い
な
い
。
全
く
本
人

の
思
い
と
か
け
離
れ
た
提
示
。

切
実
な
要
求
が
良
く
分
か
っ

た
。
取
組
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト

を
基
に
改
善
を
図
り
た
い
。

◇
本
部
の
姿
が
職
場
に
見
え

な
い
と
い
う
意
見
。
見
え
る

姿
に
す
る
よ
う
努
力
・
決
意

を
す
る
。

◆
原
子
書
記
長

◇
地
方
本
部
の
ス
タ
ン
ス
に

つ
い
て
。
3
月
10
日
に
臨
時

執
行
委
員
会
で
東
労
組
の
状

況
に
伴
う
36
の
関
係
や
春
闘

の
闘
い
方
に
つ
い
て
の
意
思

統
一
を
図
っ
て
き
た
。
ス
ト

戦
術
に
つ
い
て
は
意
見
の
一

致
を
見
な
か
っ
た
が
、
ス
ト

体
制
は
既
に
地
本
も
確
立
し

て
い
る
。
3
月
11
日
の
エ
リ

ア
書
記
長
会
議
で
「
ス
ト
ラ

イ
キ
の
要
請
が
あ
る
」
と
口

頭
で
伝
え
て
き
た
。
エ
リ
ア

機
関
紙
で
は
書
記
長
会
議
の

記
事
で
、
長
野
と
仙
台
か
ら

ス
ト
の
要
請
が
あ
る
と
記
載
。

初
め
か
ら
し
な
い
で
は
な
く
、

議
論
を
し
て
い
る
こ
と
は
理

解
し
て
も
ら
い
た
い
。

◇
北
部
現
業
で
の
集
会
の
要

請
。
あ
り
方
を
含
め
、
執
行

委
員
会
で
議
論
し
、
次
回
の

春
闘
や
地
区
集
会
に
も
反
映

し
た
い
。

◇
専
従
枠
。
執
行
委
員
会
で

は
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識

で
一
致
。
予
算
を
財
政
部
で

試
算
し
全
国
代
表
者
会
議
に

諮
る
予
定
。
７
月
の
支
部
代

表
者
会
議
ま
で
に
一
定
の
た

た
き
台
を
作
る
。
９
月
で
協

約
が
切
れ
る
が
、
東
北
協
議

会
と
し
て
も
必
要
性
は
あ
る
。

◇
エ
ル
ダ
ー
。
公
家
さ
ん
は

テ
ク
ノ
内
で
の
異
動
を
求
め

て
い
る
。
藤
田
さ
ん
も
支
社

に
対
応
を
求
め
て
い
る
。
ま

ず
今
年
度
の
提
示
を
さ
せ
落

ち
着
い
て
か
ら
早
急
に
。

◇
こ
の
間
の
取
り
組
み
。
職

場
問
題
に
こ
だ
わ
る
こ
と
と

大
衆
行
動
。
分
会
集
会
等
へ

の
参
加
。
資
料
に
記
載
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
は
行
っ
た
。

仙
台
駅
で
は
副
駅
長
と
総
務

助
役
に
自
分
と
分
会
長
、
書

記
長
と
と
も
に
現
場
の
問
題

点
を
伝
え
て
き
た
。
会
社
も

問
題
を
話
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
ス
タ
ン
ス
。

◇
脱
退
慫
慂
。
悩
み
苦
し
ん

で
い
る
の
で
あ
れ
ば
当
然
支

え
て
い
く
立
場
で
。
支
社
に

も
や
り
方
に
つ
い
て
は
言
っ

て
い
る
。

◇
出
向
先
労
働
条
件
改
善
。

東
北
ロ
ジ
は
交
渉
が
出
来
て

い
る
。
テ
ク
ノ
は
窓
口
が
な

く
、
支
社
を
通
じ
て
と
な
っ

て
い
る
。
直
接
交
渉
に
向
け

て
努
力
す
る
。

【
昌
】
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団結 抵抗 統一

退
職
の
お
知
ら
せ

4
月
30
日
付

吉
野

敏
昭
さ
ん

仙
台
駅
連
（
亘
理
駅
）

中
丸

良
雄
さ
ん

小
牛
田
駅
連

（
仙
台
駅
）

若
野

伸
一
さ
ん

新
庄
連
合

（
新
庄
駅
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

金
成

隆
慶
さ
ん

会
津
若
松
地
区

（
郡
山
駅
）

大
倉

幸
広
さ
ん

幹
総
台
車

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
新
幹
線
）

橋
本

吉
孝
さ
ん

貨
物
福
島

（
嘱
託
・
郡
山
総
鉄
）

田
代

光
男
さ
ん

福
島
地
区
（
仙
建
）

阿
部

政
雄
さ
ん

郡
工
車
体
科

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
郡
山
）

門
田

淳
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区
（
退
職
）

二
階
堂

孝
雄
さ
ん

郡
山
設
備

（
Ｂ
Ｔ
郡
山
）

鈴
木

幸
春
さ
ん

米
沢
連
合

（
高
畠
駅
）

渥
美

健
一
さ
ん

仙
台
信
通
区

（
電
気
エ
ル
ダ
ー
）

青
田

光
彦
さ
ん

仙
宮
運
輸
区
（
退
職
）

吉
田

浩
一
さ
ん

若
松
地
区
（
退
職
）

尾
形

英
明
さ
ん

幹
総
車
体
（
退
職
）

5
月
31
日
付

高
山

淳
一
さ
ん

新
庄
連
合
（
一
建
）

熊
谷

司
さ
ん

幹
総
運
転

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
新
幹
線
）

小
野

孝
一
さ
ん

仙
宮
運
輸
区
（
退
職
）

日
下

一
雄
さ
ん

郡
山
駅
連
合
（
退
職
）

青
野

恒
男
さ
ん

仙
宮
運
輸
区

（
車
掌
エ
ル
ダ
ー
）

深
瀬

真
一
さ
ん

山
形
連
合

（
山
形

駅
）太

田

敏
明
さ
ん

仙
台
電
車
区
（
退
職
）

千
葉

敏
弘
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
本
宮
駅
）

堀

明
夫
さ
ん

幹
総
運
転

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

私は昨年11月末で郡山総合車両セン

ターを退職しました。

当時郡総では、退職者が60名近くお

り、殆どがエルダーを希望し昨年2月

上旬にエルダー先が決定した社員だ

け招集し、再雇用の説明会を行いま

した。その枠から外れたのは5名で、

全員幹総テクノに提示を受け「家庭

的事情」「通勤事情」「何度も異動

させられた」等の理由で退職する選

択肢をせざるを得ませんでした。

私は8月1日の時点では、郡山テクノ

に名前が挙がっていましたが、8月25

日に提示を受けた時は、幹総テクノ

に変わっていました。「半月で変わっ

た理由を説明を」「今でも通勤が大

変。幹総まで通勤するのは嫌がらせ

以外の何物でもない」「60歳を過ぎ

た人間をまた仙台まで通勤させるの

か」（以前仙台に配転させられ10年

間家族と共に仙台に）等質問しまし

たが、返答は「通勤が大変なのは承

知している」「郡山に戻れるよう働

きかける」等、まるで他人事のよう

な話し方に呆れるばかりでした。

会社からは即返答を求められました

が、怒りと悔しさもあり保留しまし

た。地元で働く為、郡山・須賀川の

ハローワークに足を運び、求人票を

探しましたが、年齢に制限があり、

道路交通整理・除染と限られた職業

しかなく、世間一般的には厳しいこ

とを知りました。

私は現実を直視し、会社の提示を受

け入れる苦渋の選択をしましたが、

決心をするまでは、数カ月間の時間

を費やし、我慢・納得するまで葛藤

があったのも事実です。

この間、家族と相談をし悩み苦しみ

ました。また仲間・同僚は心配し、

酒を酌み交わす回数も多くなりまし

た。仕事が終わり疲れているにも関

わらず、仙台から駆け付けてくれた

佐々木昇氏には感謝すると同時に仲

間を大切にする行動に勇気づけられ

熱いものを感じ、今でも忘れること

は出来ません。何よりも力になって

います。一時的な感情で即決断・結

論を出さず、悔しいですが、まず赴

任先に出向き、状況を見定めてから

辞めても遅くはないことを学びまし

た。しかしこの間、多くの人たちが

この発令を受け入れることが出来ず

に辞めていきました。苦渋の選択を

せざるを得なかった仲間の気持ちは

十分分かりますし、このような提示

に改めて強い怒りと憤りを覚えます。

ただ、一人で頑張るのにも限界が

あり、会社の理不尽さ・エルダー制

度そのものの矛盾点を仲間と共に問

題視していくことが大事だと思いま

す。

現状ですが、毎朝4時に起床し、水

郡線始発5：55→郡山6：42着、同新

幹線6：54→仙台着7：36、利府線仙

台発7：52→新利府着8：06。

帰りは利府発17：57→仙台着17：13、

仙台発18：43→郡山着19：29、郡山

発19：46→野木沢着20：24、自宅に

は20：45に到着（妻が車で迎えに来

る）。

このような通勤状況で、60歳を過ぎ

た初老が、毎日21時過ぎに食事を摂

ることが普通の生活と言えるのでしょ

うか。辛く苦しい遠距離通勤は自分

だけで十分です。このことが当たり

前にならないように、そして二度と

このような人事異動がないように強

く訴えます。

そのためにも差別されないよう組合

の組織を強化して、エルダーを希望

し働き続けたい意思がある人には安

心してエルダーを希望出来る制度に

変える必要があると思います。

厳しい現状の改善を声を大にして言

い続け、職場環境を変えていかなけ

ればならないと思います。

これからも現場の声を大切にし、小

さな問題も取り上げ仲間の皆さんと

共に頑張っていきたいと思います。


